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L_チロキシン及びT3の分析法を検討し，次の結果を

得た。

１）対象物質はESI Positiveモードでイオン化され，

SRM（MS/MS）法による高感度測定が可能であった。

２）固相抽出では塩析により抽出率が向上し，またアン

モニア水を含むメタノールで溶出することにより高い

溶出率が得られた。

３）汚濁の少ない環境試料水で試料水の量も少なければ

高い回収率を得られたが，HLBカラムを用いた固相抽

出では，試料水量が増大したり，添加量が減少した場

合には，マトリックスによるイオン化抑制が生じて，

回収率が見かけ上低下した。

４）イオン交換系の固相カートリッジMAXを用いるこ

とにより対象物質を選択的に保持し，洗浄により妨害

物質を分離でき，イオン化抑制を低下させることがで

きたが，回収率が低下する傾向が認められた。

なお，本研究は環境省委託の平成20年度化学物質分析

法開発調査（環境安全課）3）と連携して実施した。
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